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1  | 集う喜び、SLEY 福音大会

　　受洗 50 周年を記念して

　　風の道具箱 「幸せが戸をたたく」

2  | 牧師の声・信徒の声

 LAOS 講座の学び

3  | 神の造られた世界 -環境と聖書⑤

神学生寮の思い出

全国式文アンケートの集計から

4  | 東教区 宣教フォーラム

災害緊急支援募金の報告

奨学金のお知らせ、公告

リビングストン先生受按手50周年

トピックス（聖書 新共同訳1000万

冊達成記念、キリスト教美術展）

募集、住所変更、訂正、他

1  |バイブルメッセージ

東の空のふたつ星

2  | 十字架の道行き

毎日あくしゅ⑤

谷センセイの 教育い･ろ･は⑤

C O N T E N T S
目  次

福音版

集う喜び、SLEY 福音大会
　フィンランド福音ルーテル協会福音大会に参加

された立野事務局長より報告をいただきました。

　６月 27 日～

29日にかけて、

フィンランド福

音ルーテル協会

のお招きにより、

福音大会に参加

してきました。ヘ

ルシンキから400

キロを車で走り、森と湖のすばらしいカンカンパと

いう町に、１万人以上の人々が集まり、３日間を通し

て礼拝を中心にした様々なイベントが開催されま

した。この福音大会は毎年おこなわれており、信仰

を同じにする友が、毎年集まることの意味を深く感

じることができました。

　日本からのゲストとして招かれた私は、大会での

スピーチをはじめ、ゴスペルロックコンサートでも

奨励、子どもプログラムでの説教の担当などを与え

られました。とくに宣教師派遣式では按手者の一人

として参加しました。子どもたちが派遣される国の

旗をもって入場し、多くの信徒が見守るなか、おこな

われるこの式に出席し、日本宣教もこのような熱き

祈りと支えによって成り立っていることを実感し

ました。

　また、日本で働かれた多くの牧師・信徒宣教師と

再会することができました。いまもなお日本のルー

テル教会と信徒一人ひとりを覚え祈っていてくだ

さる姿に感謝し、帰国後にその思いを日本の教会に

伝えることをお約束して帰国しました。

幸
�
�
戸
�
�
�
�

アワーミッションレポート　札幌教会受洗50周年を記念して
　今回は、受洗50年を記念して、教会にステ

ンドグラスを寄贈された、森川利一さん、仲子

さんご夫妻のお話です。半世紀におよぶご夫

妻の信仰の歩みと、その節目にと、礼拝堂に設

置されたステンドグラスは何を語りかけるの

でしょうか。

森川さんと札幌教会の出会いを教えてくだ

さい。

　僕が妻と結婚したのは26歳の時です。妻は旧

満州から、僕はサハリンからの引き上げです。い

ろいろ悩みを持っておりまして、あるとき教会

に行ってみようということになりました。

　近所のカトリック教会に行ってみましたが、茣
ご ざ

蓙

の上に正座をしての礼拝では足が痛くなり馴染め

ませんでした。妻が幼い頃に札幌教会のサオライネ

ン師のところに遊びに行っていたことを思い出し

たので、次にルーテル教会に行きました。

　長老の松本兄から「またいらっしゃい」と声をか

けていただいたことが、つながるきっかけになった

と思います。

受洗50周年とのことですが、思い出や特に印象に

残っていることを教えてください。

　沢山あります。昭和35年頃から役員を担当する

こととなり、教会財政の大変さを知ることになりま

した。まだ自給ではありませんでしたし、いろいろ

工夫をいたしまして修理や工作などは自分たちで

行いました。

　牧師館の書斎を建て増したりブロック塀を直し

たり、礼拝堂の北側と南側の壁にコンクリートを

打ったりもしました。教会学校のキャンプも楽し

かったですね。

ステンドグラスを寄贈しようと思ったきっかけを

教えてください。

　常々欲しいと思っておりま

したが、８年前に家族旅行で訪

れた長崎の天主堂で日本最古

のステンドグラスを見て、その

思いが深まりました。教会の皆

さんと相談してデザインを決

め、工房のアイディアで虹も加

わりました。

　組み合わされたガラスを通

して差し込む光は御言葉の光だと思います。併設

された幼稚園に集う子どもたちにも、神さまのメッ

セージが伝わると嬉しいです。

水芭蕉は聖書からのモチーフではありませんね？

　北海道に春の訪れを告げる代表的な花の一つで

す。雪の中からのぞかせるその姿は、いのちの歓び

を現しているように感じます。神さまのお導きへの

感謝の思いも込めて、入れてもらいました。

本日は、ありがとうございました。

（インタビュアー：岡田 薫）

フィンランド　ヘルシンキ



第三種郵便物認可 2008 年 8 月 15 日 ２

私の愛唱聖句
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東教区　

大岡山教会　信徒 平
ひらつか

塚登
と み こ

美子

< 信徒の声 >教会の宝石を捜して

< 牧師の声 >

東海教区　岐阜教会、大垣教会
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「式文切替に LAOS 講座の学びが
　　　　　　　　役立ちました」

日田教会、甘木教会　宮澤 真理子

LAOS講座の学び

　06年4月にわたしが

日田・甘木教会に赴任

した際、前任の先生から

引き継いだことのひと

つに礼拝式文の改訂が

ありました。これまで

日田・甘木教会共に「茶

式文」を使っていまし

た。切り替える理由は、長年にわたる使用のために

製本がぼろぼろになったこと、教区や全国の集会で

は「青式文」が使われていること、そして牧師の交替

が重なったことです。

　「茶式文」に慣れた方が「青式文」を使うとき、かな

りの違和感を感じられると思います。しかし式文を

学ぶということは、毎週の礼拝について学ぶことに

つながります。つい慣例的になりがちだった礼拝を

あらためて理解しなおす機会となりました。ちょう

ど前任の先生がLAOS講座第1号に入ったところま

で担当されましたので、そのまま引き継いで「新式

文（青式文）」を見ながら学ぶことができました。

　LAOS講座の良いところは、参加者全員が同じテ

キストを持ち、活字を追いながら学べることだと

思います。学びを通して礼拝の構成やそれぞれの

意味を確認することができました。礼拝を理解す

るということは、礼拝の時間そのものが喜びにつ

ながると思います。特に意識されたことは、聖餐式

の設定のときに、式文から目を離してパンとぶど

う酒に注目すること、聖餐式の前の「平和のあいさ

つ」を具体的に座席の前後左右の方、そして司式者

と交わすことです。

　式文の学びを終え、さあ第2号へというとき

に、甘木教会では創立90周年記念事業、日田教

会では隣接地購入・会堂建築等が始まり、礼拝

後はそれぞれの打ち合わせのための時間となり

ました。それぞれの事業が落ち着いたところで、

LAOS講座第2号の学びを再開したいと思います。

信徒の方も「教会で学ぶことは大事なことです

ね」と語っておられました。
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　2008年当初、式文の使用に関してのアン

ケートを行いました。ご回答いただいた内

容を8回にわたり報告いたします。

１）「式文使用に関する事柄」

　1983年に出版された試用(白)式文が

殆どの教会で使用されています。それまで

使用されていた茶色の表紙の式文使用教会

がゼロだったことからも分ります。1983年

の試用版は、1996年の青い表紙の式文に引

き継がれて販売されましたが、値段が高価

だったこともあり、その製本のままで使用

されていることはないように思えます。

　ところで、それに多少手を加えて独自の

式文を作成しておられるのには、以下のよ

うな理由が伺われます。①文章の表現の変

更。祝福の祈願を「与えるように」から「与

えられます」のような変更。②文章や言葉へ

の疑問による変更。罪の告白の中の「生まれ

ながら」「けがれ」などへの疑問。③現代との

違和感によるもの。「異邦人」「御民イスラエ

ル」など。④式文項目の独自の取捨選択。例

として十戒や年間主題を加えるなど。

　異なった状況の中で、工夫しておられる

様が浮かんできますが、同時に式文を大切

にしたいという意識をどの教会も持ってお

られることが伺えます。（続く）
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甲府教会、諏訪教会

平岡 正幸

■募金活動にご協力ください■

従来の寮棟を『ルターホール』と名称を変え大改修しました。この事業

にご理解いただき、ぜひとも募金にご賛同、ご協力お願いいたします。

募集期間　2009年３月まで 

送 金 先 　学校法人 ルーテル学院

取扱機関　郵便振替口座00140-2171183（所定の郵便振替用紙をご利用下さい）

銀行口座　三菱東京UFJ銀行三鷹支店普通口座　4126089

名    義　学校法人 ルーテル学院

【お問い合せ】

ルーテル学院大学･神学校後援会（0422-31-4611）/教会事務局（03-3260-8631）

ルーテル教会の礼拝

全国式文アンケートの集計から
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Topics
『聖書 新共同訳』1000万冊頒布達成記念聖書贈呈式　【7月 2日】　

　教文館3階キリスト教書売場にて、記念

式典が行われ、渡部総主事の挨拶と記念品

の贈呈がありました。

　1000万冊目を購入された藤井さんご夫

妻（銀座教会）は、秋に生まれてくる子ども

への最初のプレゼントとして聖書を選んだ

と話してくださいました。

第32回 キリスト教美術展　【7月 2日～ 7月 13日】
　わたしたちの日本福音ルーテル教会も協力している、キリスト教美術協会

の第32回「キリスト教美術展」が、7月 2日から13日まで、東京銀座の東京福

音センターで開催され、取材に行ってきました。

　美術協会会員の渡辺総一さんにお話をうかがうことができました。毎年の

開催で、期間中、千人以上の人が来場されるとのこと。戦前からプロテスタン

ト、カトリック、それぞれの美術展が開催されていたそうです。戦後1975年

からは合同で、「質の高い作品、そして、キリストを証しする作品」をモットー

に、開催を続け今回に至っているとのことで

す。協会員は14名ですが、今回は25名の方々

の作品が展示されていました。ちなみに韓国

のキリスト教美術協会の会員は100名だそう

です。日本では、会員も少なく、高齢化という

問題を抱えつつも、美術を通してキリストの

メッセージを発信していきたいと今後の抱負

を語ってくださいました。
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募集
■日本福音ルーテル教会　道草くらぶ ■■■■■■■■■■■■■■■■

「津和野・山口ザビエル　切支丹の足跡を訪ねて」

日程8月28日（木）～30日（土） / 参加費：29,000円（朝夕食付）

主催：日本福音ルーテル教会　PM21/P2委員会

申込･問合せ先：シオン教会 防府チャペル 090-4999-2791（室原）

■第 12 回全国青年修養会 参加者募集 ■■■■■■■■■

日程：10月11日（土）～13日（月･祝）/場所：岐阜県多治見修道院

テーマ：『神さま農園ぶどうの木』

主催：全国青年連絡会/後援：宣教室TNG-YOUTH

問合せ先：実行委員長 稲垣幸子（高蔵寺教会0568-91-2025）

■ るうてる法人会連合第７回総会開催のご案内 ■　

■開催日：2008年8月26日～27日　■会場：日本福音ルーテル大阪教会

■基調講演：「いのちという原点」講師：沼野尚美先生(六甲病院緩和ケア病棟チャプレン・カウンセラー)

※詳細は各教会に送られています。そちらをご確認下さい。
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